
認定特定非営利活動法人 REALE WORLD

令和 6年度事業計画書

(令和 6年４月 1日〜令和 7年 3月 31 日)

１．活動実施の方針

①「文化・スポーツなどを通して心を育む事業」では、以下のような活動を計画している。

・サッカー教室「FCレアーレ」（小学生及び中学生対象）の運営（伊東市・週4日開催に加え、6月にU-11がス

ペイン遠征を計画）

・サッカークラブ「FCレアーレ」トップチーム（中学生以上〜社会人対象）の運営（伊東市、三島市・週１

〜２回）

・走り方教室「ハト塾」（未就学児〜小学校低学年対象）の開催。（伊東市・月2回開催）

・運動教室「エンジョイサッカースクール」（（未就学児〜小学低学年対象）の開催（伊東市・週2回開催）

・発達障害児のための運動教室（発達障害児対象）は、希望者があれば開催

・オンライン英語クラス（小学生対象・週1回開催）

・ネパールにおけるサッカー教室「FCレアーレ」（小学生及び中学生対象）の運営と子どもたちへの生活指導

（ネパール バクタプル郡・週６日開催）

・ネパールにおける子どもたちのためのサッカー大会開催（ネパール バクタプル郡）

・ネパールにおけるサッカークラブ「FC レアーレ」（高校生〜社会人）の運営（ネパール バクタプル郡・週 1

〜2 日開催）

・ネパールにおける子ども向けサッカー指導および体育の指導ができるコーチ・インストラクターの育成（ネ

パール各地で開催）

・ネパールの学校における体育の実技授業の普及に向けて授業プログラム提供とインストラクター派遣（ネパ

ール バクタプル郡・学校や幼稚園と協働）

・エチオピアにおけるサッカー教室「FC レアーレ」（小学生及び中学生対象）の立ち上げと運営

・元オリンピック選手によるバレーボールクリニックの開催（開田高原 2ヶ月に 1回開催・ネパールでは年に

1回開催）

②「心身の健康増進、コミュニケーション能力の活性化に関するワークショップ事業」では、以下のような

活動を計画している。

・自己表現やコミュニケーション能力の活性化、「生きる」をテーマにした講演会

・食育講座（親子で、心、食、身体について学ぶ）

・あらゆる人に健康でスポーツを楽しんでもらうためのボディケア講習会

③「海外の文化、歴史を学び相互理解を深める国際交流事業」に関しては、以下のような活動を計画している。

・ネパールにおける国際交流活動のプログラム作成および現地コーディネイトを行う（レアーレワールド賛助

会員による現地視察、その他国際交流を希望する団体や一般個人に対応する）

・サッカーシューズやユニフォーム等の寄付を通して、日本と途上国の子どもたちの交流を図るプロジェクト



では、ネパールとエチオピアにて活動を予定

・海外のチームに、日本の選手を派遣し、サッカーを通した文化交流を行う（ドイツ、ポーランド、フィリピ

ンなど予定）

・海外のサッカープロチームやスポーツアカデミー視察し、各国のクラブ運営状況について知識を深め、意見

交換を行う

・日本の子どもたちとネパールの子どもたちのオンラインを利用した文化交流会を開催

④「職業能力、開発、雇用機会の拡充の支援から生まれる物販事業」では、今年度もネパールにおける職の雇

用機会拡充のため、また環境や社会の問題を提起するためにネパールコーヒー販売を継続。

⑤「子どもの心を育むための出版事業」では、靴を主人公に、日本の子どもから寄付されたシューズが途上国

の子どもたちに届けられるストーリーを絵本にして、配布および販売して行くことを目指す。絵本は今年度末

ごろに完成を目指す。

⑥「農村における農業支援と若者の心身の健康増進と問題解決能力の活性化を図る事業」では、 長野県木曽

町の開田高原にて、主に青少年を対象に広く一般の方々が、農業体験や秘境での生活、伝統文化の継承プロジ

ェクトなどを通じて様々な経験ができる場を提供すると同時に農業支援および農村の関係人口増加などに貢

献する。5月〜10月を予定。

⑦「イベント主催、イベント出店、機関紙の発行などの普及啓発事業」では以下のような活動を計画している。

・本気と社会貢献をテーマにした子どものサッカー大会「レアーレカップ」U10 を 10月開催（伊東市）
・レアーレオンラインアカデミー（今年度は、お金のブロックをはずし、夢を実現し、自分らしい人生を生き

るための講座）

・より多くの人に情報を届けるためにウエブサイトを刷新するとともに、SNSや動画の発信に力入れ、社会
貢献活動がより多くの人にとって身近になるように務める

⑧「災害時の地域コミュニティの共助に関する事業」では、災害時に近隣住民の方々にも使っていただけるよ

うに非常用の水や食料の備蓄をする。

⑨「目的を同じくする団体支援活動」では、以下のような活動を計画している。

・衣類の大量廃棄という環境問題とタイ国における福祉の増進のために、国内の企業と、タイ州政府やタイで

福祉活動を行う団体と協働で、廃棄処分される衣服をタイに寄贈するプロジェクトを行う

・人々の心の問題、社会問題、環境問題に対して支援要請があった場合は、理事会にて協議し、必要であると

判断された事業については支援を行う。

⑩「その他目的を達成するために必要な事業」は、2024年度は行う予定はありません。



２．活動の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

定款の事業名 事業内容 実施予

定日時

実施予定場

所

従業

者の

人数

受益対象者

の範囲及び

人数

支出見

込額

(千円)

①文化・スポーツ

などを通して心を

育む事業

・小学生、中学生等を対象

にしたサッカー教室の運営

（日本）

・中学生以上〜社会人対象

にしたサッカー教室の運営

（日本）

・走り方教室

・運動教室

・発達障害児のための運動

教室

・英語クラス（日本）

・小学生、中学生を対象に

したサッカー教室の運営と

生活指導（ネパール）

・中学生以上〜社会人対象

にしたサッカー教室の運営

（ネパール）

・小学生、中学生を対象に

したサッカー大会（ネパー

ル）

・サッカーコーチおよびス

ポーツ全般のインストラク

ター育成（ネパール）

週 4日

週 2回

月 2回

週 2日

週 1回

週１回

週 6日

週 2日

年 1回冬

に開催

週 4日

静岡県伊東市

伊東市、三島

市

静岡県伊東市

静岡県伊東市

静岡県伊東市

オンライン

ネパール・バ

クタプール郡

ネパール・バ

クタプール郡

ネパール・バ

クタプール郡

ネパール・バ

クタプール郡

および各地の

サッカークラ

ブや郡のサッ

カー協会

4人

2 人

1 人

1 人

1 人

2 人

4 人

2 人

10 人

１人

伊東市および

近郊の小中学

生 54 人

一般 25 人

伊東市および

近郊の未就学

児〜児童 15 人

伊東市の幼児

〜小学生 15人

発達障害児

伊東市および

近郊の小学生

30 人

バクタプルの

6歳〜18歳の

青少年 125人

バクタプルの

16歳〜24歳

の青少年 25人

バクタプルお

よび近郊の 8

歳〜15歳の青

少年 150人

バクタプール

の青年 15 名

7,350

2,070

10

75

0

360

1,250

350

270

0



・ネパールの学校における

体育の実技授業普及活動

・小学生、中学生を対象に

したサッカー教室の運営と

生活指導（エチオピア）

・バレーボールクリニック

（日本）

・バレーボールクリニック

（ネパール）

通年

週 3日

通年

2ヶ月に

1回

12 月

ネパール・バ

クタプール郡

の２つの学校

と１つの幼稚

園

エチオピア・

アディスアベ

バ

長野県木曽町

ネパール・カ

トマンズ

8人

2 人

2 人

3 人

バクタプルの

4歳〜18歳の

生徒 550人

エチオピアの

小中学生 50 人

木曽町の中学

生 40 人

ネパールの中

高生〜一般

120 人

0

2,200

700

1,040

②心身の健康増

進、コミュニケー

ション能力の活性

化に関するワーク

ショップ事業

・「自己表現」「コミュニ

ケーション」講師

・食育講座

・ボディケア講習会

不定期

年に 2回

月に 4回

程度

オンライン

伊東市

伊東市及び全

国各地

1人

2 人

１人

一般 15〜40 人

/回

子どもから大

人まで 50 人/

回

一般 300 人

50

130

100

③海外の文化、歴

史を学び相互理解

を深める国際交流

事業

・ネパールにおける国際交

流コーディネイト

・途上国の青少年との国際

交流事業(ネパール)

・途上国の青少年との国際

交流事業（エチオピア）

・日本の青少年を海外に派

遣してのサッカーを通した

国際交流活動

随時

随時

随時

通年

ネパール・バ

クタプール郡

ネパール各地

エチオピア・

アディスアベ

バ

ドイツ、ポー

ランド、フィ

リピン等

2人

3 人

4 人

4 人

ネパール・バ

クタプル郡お

よび近郊の青

少年 80 人

ネパール・バ

クタプル郡お

よび近郊の青

少年 100 人

エチオピア・

アディスアベ

バの青少年

130人

現地サッカー

チームのコー

チ&スタッフ 5

人、選手 30 人

子ども 50 人

1,600

750

1,880

600



・海外のクラブチームの視

察＆交流

・日本とネパールの FC レア

ーレ間の国際交流

10 月予定

年に１〜

2回

訪問先未定

オンライン

2人

3 人

現地団体スタ

ッフや選手 40

人

伊東市の小学

生 14 人、ネパ

ールの小学生

11 人

1,150

50

④職業能力、開

発、雇用機会の拡

充の支援から生ま

れる物販事業

・職の雇用機会拡充・環境.

社会の問題を提起するため

のネパールコーヒー販売

通年 ネパール・パ

ルパ及びシャ

ンジャ郡

ネパール・カ

トマンズ市

1人 ネパール・パ

ルパ、シャン

ジャ郡のコー

ヒー栽培農

家、カトマン

ズ市でコーヒ

ー選別をする

女性 80人

3,000

⑤子どもの心を育

むための出版事業

・日本の子どもから寄付さ

れたシューズが途上国の子

どもたちに届けられるスト

ーリーの絵本の制作（来年

度の販売を目指し、今年度

は完成を目指す）

通年 全国 1人 一般 300人 500

⑥ 農村における

農業支援と若者の

心身の健康増進と

問題解決能力の活

性化を図る事業

・農業体験プロジェクトお

よび木曽町文化体験プロジ

ェクト

7月〜11

月

長野県木曽郡

木曽町

3人 大学生を含む

一般 30人

木曽町の役所

関係者、農業

従事者、一般

市民 50人

140

⑦イベント主催、

イベント出店、機

関紙の発行などの

普及啓発事業

・教育型サッカー大会 U10

・オンライン講座

・ホームページ改訂&動画作

成

10 月 6日

毎月 1回

通年

静岡県伊東市

オンライン

オンライン

25 人

1 人

1 人

静岡県および

県外の小学生

と保護者 200

人

一般 40 人／回

不特定多数

800

50

1,000



⑧ 災害時の地域

コミュニティの共

助に関する事業

・非常用の水や食料の備蓄 通年 法人事務所 1人 近隣の住民多

数

100

⑨目的を同じくす

る団体支援事業

・日本で廃棄処分される衣

服をタイに寄贈する事業

11 月 日本＆タイ 3人 タイ人一般

5000人

1,500

⑩その他目的を達

成するために必要

な事業

予定なし 0



認定特定非営利活動法人 REALE WORLD

令和 7年度事業計画書

(令和 7年 4月 1 日〜令和 8年 3月 31 日)

１．活動実施の方針

①「文化・スポーツなどを通して心を育む事業」では、以下のような活動を計画している。

・サッカー教室「FCレアーレ」（小学生及び中学生対象）の運営（伊東市・週4日開催）とグラウンド整備

（グラウンドメンテナンス及びサッカー教室用の備品倉庫、更衣室、トイレの設置を進める）

・サッカー教室「エンジョイクラス」（（未就学児〜小学校低学年対象）の開催（伊東市・週2回開催）

・サッカークラブ「FCレアーレ」トップチーム（中学生以上〜社会人対象）の運営（伊東市、三島市・週１

〜２回）

・走り方教室「ハト塾」（未就学児〜小学校低学年対象）の開催。（伊東市・月2回開催予定）

・発達障害児のための運動教室（発達障害児対象）は、希望者があれば開催

・オンライン英語クラス（小学生対象・週1回開催）

・ネパールにおけるサッカー教室「FCレアーレ」（小学生及び中学生対象）の運営と子どもたちへの生活指導

（ネパール バクタプル郡・週６日開催）

・ネパールにおける子どもたちのためのサッカー大会（ネパール バクタプル郡）

・ネパールにおけるサッカークラブ「FC レアーレ」（高校生〜社会人）の運営（ネパール バクタプル郡・週 1

〜2 日開催）

・ネパールにおける子ども向けサッカー指導および体育の指導ができるコーチ・インストラクターの育成（ネ

パール各地で開催）

・ネパールの学校における体育の実技授業の普及に向けて授業プログラム提供とインストラクター派遣（ネパ

ール バクタプル郡・学校や幼稚園と協働）

・エチオピアにおけるサッカー教室「FC レアーレ」（小学生及び中学生対象）の運営

・元オリンピック選手によるバレーボールクリニックの開催（国内は中高生を対象に。海外でも年に１回開催

予定）

②「心身の健康増進、コミュニケーション能力の活性化に関するワークショップ事業」では、以下のような

活動を計画している。

・自己表現やコミュニケーション能力の活性化に関する講演会

・食育講座（親子で、心、食、身体について学ぶ）

・あらゆる人に健康でスポーツを楽しんでもらうためのボディケア講習会

③「海外の文化、歴史を学び相互理解を深める国際交流事業」に関しては、以下のような活動を計画している。

・ネパールにおける国際交流プログラム作成および現地コーディネイトを行う（レアーレワールド賛助会員に

よる現地視察、その他希望団体や一般個人の受け入れ）

・サッカーシューズやユニフォーム等の寄付を通して、日本と途上国の子どもたちの交流を図るプロジェクト



では、ネパール、エチオピア、タンザニアなどで活動を予定

・海外のチームに、日本の選手を派遣し、サッカーを通した文化交流を行う（ドイツ、ポーランド、フィリピ

ンなど予定）

・海外のサッカープロチームやスポーツアカデミー視察し、各国のクラブ運営状況について知識を深め、意見

交換を行う（欧州のクラブを予定）

・日本の子どもたちと海外の子どもたちのオンラインを利用した文化交流会を開催

④「職業能力、開発、雇用機会の拡充の支援から生まれる物販事業」では、ネパールにおける職の雇用機会拡

充のため、また環境や社会の問題を提起するためにネパールコーヒー販売を継続。

⑤「子どもの心を育むための出版事業」では、靴を主人公にした絵本（日本の子どもから寄付されたシューズ

が途上国の子どもたちに届けられるストーリー）を配布及び販売する。

⑥「農村における農業支援と若者の心身の健康増進と問題解決能力の活性化を図る事業」では、 長野県木曽

町の開田高原にて、主に青少年を対象に広く一般の方々が、農業体験や秘境での生活、伝統文化の継承プロジ

ェクトなどを通じて様々な経験ができる場を提供すると当時に農業支援および農村の関係人口増加などに貢

献する。5月〜10月を予定。

⑦「イベント主催、イベント出店、機関紙の発行などの普及啓発事業」では、以下のような活動を計画してい

る。

・本気と社会貢献をテーマにした子どものサッカー大会「レアーレカップ」U10 を秋に開催（伊東市）
・オンラインセミナー開催（講師・テーマ未定）

・SNSや動画の発信に力入れ、社会貢献活動がより多くの人にとって身近になるように務める

⑧「災害時の地域コミュニティの共助に関する事業」では、災害時に地域住民の方にも使っていただけるよう

に非常用の水や食料の備蓄をする。

⑨「目的を同じくする団体支援活動」では、以下のような活動を計画している。

・人々の心の問題、社会問題、環境問題に対して支援要請があった場合は、理事会にて協議し、必要であると

判断された事業については支援を行う。

⑩「その他目的を達成するために必要な事業」は、2025年度は行う予定はありません。



２．活動の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業

定款の事業名 事業内容 実施予

定日時

実施予定場

所

従業

者の

人数

受益対象者

の範囲及び

人数

支出見

込額

(千円)

①文化・スポーツ

などを通して心を

育む事業

・小学生、中学生等を対象

にしたサッカー教室の運営

（日本）

・未就学児〜小学校低学年

を対象にしたサッカー教室

（日本）

・中学生以上〜社会人対象

にしたサッカークラブの運

営（日本）

・走り方教室

・発達障害児のための運動

教室

・英語クラス（日本）

・小学生、中学生を対象に

したサッカー教室の運営と

生活指導（ネパール）

・中学生以上〜社会人対象

にしたサッカー教室の運営

（ネパール）

・小学生、中学生を対象に

したサッカー大会（ネパー

ル）

・サッカーコーチおよびス

ポーツ全般のインストラク

ター育成（ネパール）

週 4日

週 1回

週 2回

月 2回

週 2日

週１回

週 6日

週 2日

年 2回夏

と冬に開

催

年に 4回

静岡県伊東市

静岡県伊東市

伊東市、三島

市

静岡県伊東市

静岡県伊東市

オンライン

ネパール・バ

クタプール郡

ネパール・バ

クタプール郡

ネパール・バ

クタプール郡

ネパール・バ

クタプール郡

および各地の

サッカークラ

4人

2 人

2 人

1 人

1 人

2 人

4 人

2 人

10 人

１人

伊東市および

近郊の小中学

生 55 人

伊東市および

近郊の未就学

児〜児童 15人

一般 25 人

伊東市の幼児

〜小学生 20人

発達障害児

伊東市および

近郊の小学生

20 人

バクタプルの

6歳〜18歳の

青少年 130人

バクタプルの

16歳〜24歳

の青少年 30人

バクタプルお

よび近郊の 8

歳〜15歳の青

少年 120人

ネパール全国

の一般 150 名

9,150

90

2,700

10

0

360

1,750

750

400

200



・ネパールの学校における

体育の実技授業普及活動

・小学生、中学生を対象に

したサッカー教室の運営と

生活指導（エチオピア）

・バレーボールクリニック

（日本）

・バレーボールクリニック

（海外）

通年

週 3日

2ヶ月に

1回

12 月

ブや郡のサッ

カー協会

ネパール・バ

クタプール郡

の２校と幼稚

園

エチオピア・

アディスアベ

バ

開催地検討中

アフリカを予

定

8人

2 人

2 人

2 人

バクタプルの

4歳〜18歳の

生徒 550人

エチオピアの

小中学生 70 人

中学生 40 人/

回

アフリカの中

高生 100 名

450

2,000

700

1,250

②心身の健康増

進、コミュニケー

ション能力の活性

化に関するワーク

ショップ事業

・「自己表現」「コミュニ

ケーション」講師

・食育講座

・ボディケア講習会

不定期

年に 2回

月に 6回

程度

オンライン

伊東市

伊東市及び全

国各地

1人

2 人

１人

一般 15〜40 人

/回

子どもから大

人まで 40 人/

回

一般 500 人

55

130

200

③海外の文化、歴

史を学び相互理解

を深める国際交流

事業

・ネパールにおける国際交

流コーディネイト

・サッカーシューズ等の寄

付を通した途上国の青少年

との国際交流事業

・日本の青少年を海外に派

遣してのサッカーを通した

国際交流活動

・海外のクラブチームの視

察＆交流

随時

年 3回程

度

通年

年に 1回

ネパール・バ

クタプール郡

ネパール・エ

チオピア・タ

ンザニアなど

予定

ドイツ・ポー

ランド・フィ

リピン・モン

ゴルなど予定

欧州の国予定

2人

3 人

4 人

4 人

ネパール・バ

クタプル郡お

よび近郊の青

少年 80 人

途上国の子ど

もたち 300 人

現地サッカー

チームのコー

チ&スタッフ

10 人、選手 30

人、子ども 50

人

現地団体スタ

ッフや選手 40

人

1,100

2,260

620

830



・日本と海外の子どもたち

のオンライン交流会

年に１〜

2回

オンライン 2人 伊東市の小学

生 15 人、海外

の小学生 15 人

15

④職業能力、開

発、雇用機会の拡

充の支援から生ま

れる物販事業

・職の雇用機会拡充・環境.

社会の問題を提起するため

のネパールコーヒー販売

通年 ネパール・パ

ルパ及びシャ

ンジャ郡

ネパール・カ

トマンズ市

1人 ネパール・パ

ルパ、シャン

ジャ郡のコー

ヒー栽培農

家、カトマン

ズ市でコーヒ

ー選別をする

女性 80人

3,000

⑤子どもの心を育

むための出版事業

・日本の子どもから寄付さ

れたシューズが途上国の子

どもたちに届けられるスト

ーリーの絵本の配布と販売

通年 全国 1人 一般 300人 600

⑥ 農村における

農業支援と若者の

心身の健康増進と

問題解決能力の活

性化を図る事業

・農業体験プロジェクトお

よび木曽町文化体験プロジ

ェクト

5月〜10

月

長野県木曽郡

木曽町

2人 大学生を含む

一般 100人

木曽町の役所

関係者、農業

従事者、一般

市民 50人

600

⑦イベント主催、

イベント出店、機

関紙の発行などの

普及啓発事業

・教育型サッカー大会 U10

・オンライン講座

・SNS での情報発信&動画作

成

年に 1回

毎月 1回

通年

静岡県伊東市

オンライン

オンライン

25 人

1 人

1 人

静岡県および

県外の小学生

と保護者 200

人

一般 60 人／回

不特定多数

700

120

1,200

⑧ 災害時の地域

コミュニティの共

助に関する事業

・非常用の水や食料の備蓄 通年 法人事務所 1人 近隣の住民多

数

100

⑨目的を同じくす

る団体支援事業

未定 1,000

⑩その他目的を達 予定なし



成するために必要

な事業



認定特定非営利活動法人REALE WORLD　令和6年度活動予算書

（単位：円)

科　　　　　　　　目
特定非営利活動に係る
事業

合計

I　経常収益
　1．受取会費
　　　正会員受取会費 84,000
　　　賛助会員受取会費 1,100,000 1,184,000

　2．受取寄付金
　　　受取寄付金 21,500,000
　　　受取寄付金振替額 0
　　　ボランティア評価益 3,500,000 25,000,000

0
　3.受取助成金等 0
　　　受取補助金 300,000
　　　受取助成金 0 300,000

0
　4．事業収益 0

　　　文化スポーツなどの事業 1,000,000

　　　ワークショップ事業 2,000,000
　　　国際交流事業 0
　　　物品販売事業 3,100,000
　　　出版業 0
　　　啓発事業 100,000 6,200,000

0
　5．その他収益
　　　受取利息 0

経常収益計 32,684,000 32,684,000

II　経常費用
　1．事業費
　　　(1)人件費
　　　　　役員報酬 0
　　　　　給与手当 0
　　　　　ボランティア評価費
用

3,200,000

　　　　　福利厚生費 0
　　　　　人件費計 3,200,000 3,200,000
　　　（2）その他経費 0
　　　　　物品販売原価 1,100,000
　　　　　福利厚生費 0
　　　　　業務委託費 7,800,000
　　　　　諸謝金 150,000
　　　　　印刷製本費 650,000
　　　　　会議費 500,000
　　　　　交際費 10,000
　　　　　旅費交通費 2,400,000
　　　　　車両関係費 1,300,000
　　　　　通信運搬費 200,000

期間：2024年4月1日から2025年3月31日まで



　　　　　消耗品費 4,200,000
　　　　　修繕費 350,000
　　　　　水道光熱費 100,000
　　　　　地代家賃 1,440,000
　　　　　賃借料 500,000
　　　　　減価償却費 836,000
　　　　　保険料 75,000
　　　　　諸会費 280,000
　　　　　租税公課 150,000
　　　　　研修費 500,000
　　　　　支払手数料 500,000
　　　　　支払寄付金 900,000
　　　　　新聞図書費 3,000
　　　　　広告宣伝費 850,000
　　　　　リース料 66,000
　　　　　雑費 115,000
　　　　　大会参加費 250,000
　　　　　施設使用料 300,000
　　　　　荷造運賃 350,000
　　　　　　その他経費計 25,875,000 25,875,000

事業費計 29,075,000 29,075,000
　2．管理費
　　　(1)人件費
　　　　　役員報酬 0
　　　　　給料手当 1,200,000
　　　　　ボランティア評価
費用

300,000

　　　　　福利厚生費 0
　　　　　人件費計 1,500,000 1,500,000
　　　（2）その他経費
         業務委託費 300,000
　　　　　印刷製本費 150,000
　　　　　会議費
　　　　　旅費交通費 20,000

地代家賃 360,000
　　　　　通信運搬費 190,000
　　　　　消耗品費 80,000
　　　　　諸会費 1,500
　　　　　租税公課 25,000
　　　　　支払手数料 500,000
　　　　　支払利息 0
　　　　　広告宣伝費 80,000
　　　　　雑費 10,000
　　　　　その他経費計 1,716,500 1,716,500
　　　　管理費計 3,216,500 3,216,500
　　　経常費用計 32,291,500 32,291,500
　　　　当期計上増減額 392,500 392,500



認定特定非営利活動法人REALE WORLD　令和7年度活動予算書

（単位：円)

科　　　　　　　　目
特定非営利活動に係
る事業

合計

I　経常収益
　1．受取会費
　　　正会員受取会費 84,000
　　　賛助会員受取会費 1,300,000 1,384,000

　2．受取寄付金
　　　受取寄付金 24,000,000
　　　受取寄付金振替額 0
　　　ボランティア評価益 4,000,000 28,000,000

0
　3.受取助成金等 0
　　　受取補助金 300,000
　　　受取助成金 300,000

0
　4．事業収益 0

　　　文化スポーツなどの事業 1,200,000

　　　ワークショップ事業 1,500,000
　　　国際交流事業 0
　　　物品販売事業 3,300,000
　　　出版業 75,000
　　　啓発事業 100,000 6,100,000

0
　5．その他収益
　　　受取利息 0

経常収益計 35,859,000 35,859,000

II　経常費用
　1．事業費
　　　(1)人件費
　　　　　役員報酬 0
　　　　　給与手当 1,200,000
　　　　　ボランティア評価費
用

3,600,000

　　　　　福利厚生費 150,000
　　　　　人件費計 4,950,000 4,950,000
　　　（2）その他経費 0
　　　　　物品販売原価 1,100,000
　　　　　福利厚生費 20,000
　　　　　業務委託費 7,800,000
　　　　　諸謝金 250,000
　　　　　印刷製本費 350,000
　　　　　会議費 500,000
　　　　　交際費 10,000
　　　　　旅費交通費 2,200,000
　　　　　車両関係費 1,300,000
　　　　　通信運搬費 250,000

期間：2025年4月1日から2026年3月31日まで



　　　　　消耗品費 4,000,000
　　　　　修繕費 550,000
　　　　　器具備品費 800,000
　　　　　水道光熱費 300,000
　　　　　地代家賃 1,440,000
　　　　　賃借料 600,000
　　　　　減価償却費 850,000
　　　　　保険料 75,000
　　　　　諸会費 115,000
　　　　　租税公課 300,000
　　　　　研修費 500,000
　　　　　支払手数料 760,000
　　　　　支払寄付金 800,000
　　　　　新聞図書費 4,000
　　　　　広告宣伝費 850,000
　　　　　リース料 66,000
　　　　　雑費 400,000
　　　　　大会参加費 200,000
　　　　　施設使用料 300,000
　　　　　荷造運賃 700,000
　　　　　　その他経費計 27,390,000 27,390,000

事業費計 32,340,000 32,340,000
　2．管理費
　　　(1)人件費
　　　　　役員報酬 0
　　　　　給料手当 1,000,000
　　　　　ボランティア評価費
用

400,000

　　　　　福利厚生費 0
　　　　　人件費計 1,400,000 1,400,000
　　　（2）その他経費
　　　　　業務委託費 450,000
　　　　　印刷製本費 150,000
　　　　　会議費 0
　　　　　旅費交通費 40,000
　　　　　地代家賃 360,000
　　　　　通信運搬費 120,000
　　　　　消耗品費 200,000
　　　　　諸会費 6,000
　　　　　租税公課 25,000
　　　　　支払手数料 300,000
　　　　　支払利息 0
　　　　　広告宣伝費 30,000
　　　　　雑費 10,000
　　　　　その他経費計 1,691,000 1,691,000
　　　　管理費計 3,091,000 3,091,000
　　　経常費用計 35,431,000 35,431,000
　　　　当期計上増減額 428,000 428,000


